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1後 1 1 兼

3

4

5

アカデミック・ライティング 2前後 2 1 兼

3

4

3

2前 1 1 兼 2

アカデミック・リーディングⅡ 2後 1 1 兼 2

哲学入門

　　　　　前後

1・2・3・4前

2 兼 2

言語学概論

　　　　　前後

1・2・3・4後

2 兼

2

1

日本文化論 1・2・3・4前 2 兼 2

アジア文化論 1・2・3・4後 2 兼 1

ヨーロッパ・アメリカ文化論 1・2・3・4前 2 兼

1

2

アフリカ文化論

　　　　　前

1・2・3・4後

2 兼 1

比較文化論 1・2・3・4後 2 兼 2

映像芸術

　　　　　前後

1・2・3・4後

2 兼 1

音楽芸術

　　　　　前後

1・2・3・4前

2 兼 1

こころの働き 1・2・3・4後 2 兼 2

パーソナリティ 1・2・3・4前 2 兼 2

知的所有権

　　　　　前後

1・2・3・4前

2 兼 1

社会科学の方法論

　　　　　前

1・2・3・4後

2 兼 1

国際関係論

　　　　　後

1・2・3・4前

2 兼 1

基礎経済学 1・2・3・4前 2 兼 1

応用経済学 1・2・3・4後 2 兼 1

企業マネージメント 1・2・3・4前 2 兼 1

現代政治学　 1・2・3・4後 2 兼 1

キャリアデザイン 1・2・3・4後 2 兼 1

法学（日本国憲法）

　　　　　前

　　　　　前後

　　　　　後

1・2・3・4前

2 兼 1

法と社会

　　　　　後

　　　　　前後

1・2・3・4後

2 兼 1

科学技術史

　　　　前

　　　　前後

1・2・3・4前

2 兼 1

先端技術・社会論

　　　　　前後

　　　　　後

1・2・3・4 前

2 兼

1

2

技術者倫理 1・2・3・4後 2 兼 1

情報倫理 1・2・3・4後 2 兼 1

環境と資源

　　　　　前後

1・2・3・4前

2 兼 2

宇宙と地球

　　　　　前後

1・2・3・4後

2 兼 1

生命の起源と進化

　　　　　前後

1・2・3・4前

2 兼 4

生物の多様性

　　　　　前後

1・2・3・4　前

2 兼

3

2

物質科学と先端技術

　　　　　前

　　　　　前後

1・2・3・4　後

2 兼 1

2　授業科目の概要

＜生命科学部 応用植物科学科＞

科目

区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備　考

教

養

科

目

英

語

科

目

コミュニケーション・ストラテジー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

コンプリヘンシヴ・イングリッシュⅠ

授業運営上の都合により、井上敏郎兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。（29）追加担当者：小畑美貴准教授。

授業運営上の都合により、町田成男兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。（28）追加担当者：梨本邦直兼担教授。

授業運営上の都合により、MARIA SIOBHAN KERINS兼任講師が授業

を担当しなくなった。ただし、同科目は他の担当者が複数開講している

ため支障はない。（27）

授業運営上の都合により、担当者を追加。(26)担当者：MARIA

SIOBHAN KERINS兼任講師

コンプリヘンシヴ・イングリッシュⅡ

授業運営上の都合により、井上敏郎兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。（29）追加担当者：小畑美貴准教授。

授業運営上の都合により、町田成男兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。（28）追加担当者：梨本邦直兼担教授。

授業運営上の都合により、MARIA SIOBHAN KERINS兼任講師が授業

を担当しなくなった。ただし、同科目は他の担当者が複数開講している

ため支障はない。（27）

授業運営上の都合により、担当者を追加。(26)担当者：MARIA

SIOBHAN KERINS兼任講師

授業運営上の都合により、太田美智子兼任講師が授業を担当しなく

なった。（29）追加担当者：小畑美貴准教授。

教育上の効果を高めるため、平成28年4月より担当者を追加担当者：太

田美智子兼任講師(28)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(27)

アカデミック・リーディングⅠ      　　　

教育上の効果を高めるため、担当者を追加（29）

担当者：小畑美貴准教授

教育上の効果を高めるため、担当者を追加（29）

担当者：小畑美貴准教授

 

人

文

・

社

会

・

自

然

科

学

系

授業運営上の都合により、開講時期を変更(27)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(27)

授業運営上の都合により、元木淳子兼担教授が授業を担当しなくなっ

た。ただし、同科目は他の担当者が開講しているため支障はない。（27）

授業運営上の都合により、開講時期を変更(27)

授業運営上の都合により、担当者を変更。(29)

新担当者：佐藤正和兼任講師

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(27)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、担当者を変更。(27)

新担当者：星野卓也兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(29)

新担当者：斉藤真一郎兼任講師

授業運営上の都合により、開講時期を変更(28)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(27)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(28)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、担当者を変更。(29)

新担当者：田中美和兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(28)

新担当者：相澤龍彦兼任講師

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、佐藤靖兼任講師が授業を担当しなくなった。

ただし、同科目は他の担当者により開講されているため支障はない。

（29）

授業運営上の都合により、開講時期を変更(27)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

教育上の効果を高めるため、平成26年4月より担当者を追加(26)

担当者：石黒亮兼任講師

授業運営上の都合により、小林悟志兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。

教育上の効果を高めるため、担当者を追加した(29)

新担当者：青木誠志郎兼任講師、柴尾晴信兼任講師

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(27)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)
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体育実技Ⅰ
1・2・3・4前後

1 兼 3

体育実技Ⅱ
1・2・3・4前後

1 兼 1

体育実技Ⅲ
1・2・3・4前後

1 1 1 兼 1

体育実技Ⅳ
1・2・3・4前後

1 兼 3

健康の科学

　　　　　前後

1・2・3・4後

2 兼 1

英語中級コミュニケーション 1・2・3・4前後 1 兼 2

英語中級リーディング
1・2・3・4前後

1 兼

4

3

英語中級ライティング
1・2・3・4前後

1 兼 2

ビジネス英語

　　　　　後

1・2・3・4前後

1 兼 2

基礎英語 1・2・3・4前後 1 兼

5

4

5

英語資格試験準備講座

　　　　　前後

1・2・3・4後

1 兼 5

基礎ドイツ語Ⅰ 1・2・3・4前 1 兼

2

3

基礎ドイツ語Ⅱ 1・2・3・4後 1 兼

2

3

ドイツ語表現 1・2・3・4前 1 兼

2

3

2

ドイツ語中級 1・2・3・4後 1 兼

2

3

基礎フランス語Ⅰ 1・2・3・4前 1 兼 2

基礎フランス語Ⅱ 1・2・3・4後 1 兼 2

フランス語表現 1・2・3・4前 1 兼

2

1

フランス語中級 1・2・3・4後 1 兼

2

1

基礎スペイン語Ⅰ 1・2・3・4前 1 兼 1

基礎スペイン語Ⅱ 1・2・3・4後 1 兼 1

スペイン語表現 1・2・3・4前 1 兼

1

2

スペイン語中級 1・2・3・4後 1 兼

1

2

基礎中国語Ⅰ 1・2・3・4前 1 兼 3

基礎中国語Ⅱ 1・2・3・4後 1 兼 3

中国語表現 1・2・3・4前 1 兼 3

中国語中級 1・2・3・4後 1 兼 3

基礎朝鮮語Ⅰ 1・2・3・4前 1 兼 1

基礎朝鮮語Ⅱ 1・2・3・4後 1 兼 1

朝鮮語表現 1・2・3・4前 1 兼 1

朝鮮語中級 1・2・3・4後 1 兼 1

文章作法　　　

　　　　前後

1・2・3・4　後

2 兼 1

情報リテラシーと表現技術 1前 2 兼 1

情報処理技法 1後 2 兼 1

科学技術コミュニケーション演習

　　　　前後

1・2・3・4　前

2 兼

2

1

教

養

科

目

保

健

体

育

系

授業運営上の都合により、武村秀夫教授、高橋正則兼任講師が授業を

担当しなくなった。（28）新担当者：越智英輔准教授。

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

選

択

語

学

系

授業運営上の都合により、担当者を変更(27)

新担当者：KOPROWSKI MARK兼任講師

授業運営上の都合により、NEIL CONWAY兼任講師が授業を担当しな

くなった。（29）新担当者：梨本邦直兼担教授。

授業運営上の都合により、担当者を変更(27)新担当者：早舩由紀見兼

任講師（旧担当者：町田成男）

教育効果を高めるため担当者を追加(27)担当者：柳川浩三兼担准教授

授業運営上の都合により、早舩由紀見兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。（29）新担当者：NEIL CONWAY兼任講師。

教育上の効果を高めるため、担当者を追加した。(27)担当者：井上敏郎

兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(27)新担当者：余田亜希兼任

講師

授業運営上の都合により、安田孝子兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。ただし、同科目は他の担当者が複数開講しているため支障はない。

(26)

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、矢内満子兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。ただし、同科目は他の担当者が複数開講しているため支障はない。

（27）

授業運営上の都合により、矢内満子兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。ただし、同科目は他の担当者が複数開講しているため支障はない。

（27）

授業運営上の都合により、経塚義人兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。ただし、同科目は他の担当者が複数開講しているため支障はない。

（28）

授業運営上の都合により、担当者を追加(27）担当者：経塚義人兼任講

師

授業運営上の都合により、担当者を変更(26)

授業運営上の都合により、経塚義人兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。ただし同科目は他の担当者が複数開講しているため支障はない。

(27)

教育上の効果を高めるため、平成26年4月より担当者を追加(26)

担当者：経塚義人兼任講師

教育上の効果を高めるため、担当者を追加(27)担当者：荻野イザベル兼

任講師

教育上の効果を高めるため、担当者を追加(27)担当者：元木淳子兼担

教授

授業運営上の都合により、山本昭代兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。ただし、同科目は他の担当者が複数開講しているため支障はない。

（28）

授業運営上の都合により、山本昭代兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。ただし、同科目は他の担当者が複数開講しているため支障はない。

（28）

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)新担当者：新田龍希・松本

美華兼任講師（旧担当者：方暁霞・楊中美）

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)新担当者：新田龍希兼任

講師（旧担当者：楊中美）

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)新担当者：李軼倫兼任講

師（旧担当者：田上智宜）

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)新担当者：李軼倫兼任講

師（旧担当者：田上智宜）

 

リ

テ

ラ

シ

ー

系

授業運営上の都合により、担当者を変更。(29)

新担当者：堀井一摩兼任講師

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)

授業運営上の都合により、担当者を変更。(29)

新担当者：伊藤賢太郎兼担講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(27)

新担当者：豊田太郎兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を追加。(29)

新担当者：梨本邦直兼担教授

授業運営上の都合により、開講時期を変更(26)
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授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備　考

線形代数学及び演習Ⅰ 1前 2 兼 1

線形代数学及び演習Ⅱ 1後 2 兼 1

微分積分学及び演習Ⅰ 1前 2 兼 1

微分積分学及び演習Ⅱ 1後 2 兼 1

物理学基礎Ⅰ 1前 2 兼 1

物理学基礎Ⅱ 1後 2 兼 1

化学基礎Ⅰ 1前 2 兼 1

化学基礎Ⅱ 1後 2 兼 1

生物学基礎Ⅰ 1前 2 兼 1

生物学基礎Ⅱ 1後 2 兼 1

科学実験Ⅰ

後

1前後

1 兼 1

科学実験Ⅱ

後

1前後

1 兼 1

科学実験Ⅲ

後

1前後

1 兼

3

1

植物医科学概論 1前 2 1 1 兼 1

環境と人間 1前 2 1

生物化学Ⅰ 1前 2 兼 1

分子生物学Ⅰ 1前 2 兼 2

細胞生物学Ⅰ 1前 2 兼 1

生物学概論Ⅰ 1前 2 兼 1

物理学概論Ⅰ 1前 2 兼 1

グリーンケミストリ

前

後

1前

2 兼 1

植物分子細胞生物学 1後 2 1

植物薬理学 1後 2 兼 1

分子生物学Ⅱ 1後 2 兼 2

生物学概論Ⅱ 1後 2 兼 1

物理学概論Ⅱ 1後 2 兼 1

植物細菌学 2前 2 1

植物バイオテクノロジー概論 2前 2 兼 1

微生物生態学 2前 2 兼 1

分子微生物学 2前 2 兼 1

2前 2 兼 1

機器分析学

後

2前

2 兼

3

2

環境安全化学 2前 2 兼 1

植物病学概論 2後 2 1

植物ウイルス学 2後 2 兼 1

2後 2 兼 1

分析化学 2後 2 兼 1

バイオエンジニアリング 2後 2 兼

1

2

食品科学 3前 2 兼 1

遺伝子工学

後

3前

2 兼 1

後

3前

2 兼 1

生物有機化学 3前 2 兼 1

物質循環化学

後

3前

2 兼 1

植物メディカルゲノム学 3後 2 1

3後 2 兼 1

バイオマテリアル 3後 2 兼 1

理

系

教

養

科

目

・

数

学

系

理

系

教

養

科

目

・

理

科

系

授業運営上の都合により、担当者を変更(26)

担当者：石黒亮兼任講師

授業運営上の都合により、開講期及び担当者を変更。(27)

新担当者：松田修三兼任講師

授業運営上の都合により，開講期を変更（27）

授業運営上の都合により、担当者を変更。(26)

担当者：荒井貞夫兼担教授

授業運営上の都合により、担当者を追加(29)

新担当者：安部公博兼任講師、西山宗一郎兼任講師

授業運営上の都合により，開講期を変更（27）

授業運営上の都合により、難波成任兼任講師が授業を担当しなくなっ

た。ただし、同科目は他の担当者が複数開講しているため支障はない。

（28）

オムニバス

授業運営上の都合により担当者を変更した。(29)

新担当者：倉田竜明兼任講師

オムニバス

授業運営上の都合により、担当者を変更。(27)

新担当者：清水隆兼任講師

授業運営上の都合により、開講期を変更。(29)

授業運営上の都合により、開講期および担当者を変更。(28)

新担当者：加藤尚之兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(27)

新担当者：志田保夫兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(26)

新担当者：磯守兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(29)

新担当者：三冨正明兼任講師

オムニバス

授業運営上の都合により、担当者を変更。(27)

新担当者：清水隆兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(29)

新担当者：對馬誠也兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(28)

新担当者：木村龍介兼任講師

細胞構造機能学Ⅰ

オムニバス

授業運営上の都合により、開講時期を変更。また教育上の効果を高める

ため担当者を追加。(27)担当者：加藤敏代兼任講師

細胞構造機能学Ⅱ

授業運営上の都合により、担当者を変更した。(29)

新担当者：西山宗一郎兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(28)

新担当者：秋山和彦兼任講師

授業運営上の都合により、﨑山高明兼任講師が担当しなくなった。(27)

オムニバス

授業運営上の都合により、開講時期を変更(28)

ケミカルバイオロジー

授業運営上の都合により、開講時期を変更(28)

授業運営上の都合により、開講時期と担当者を変更。(29)

新担当者：明石孝也兼担教授

バイオインフォマティクス

授業運営上の都合により、担当者を変更。(29)

新担当者：今村大輔兼担准教授

専

門

教

育

科

目

（

学

部

共

通

科

目

）

教

養

科

目

7



必

修

選

択

自

由

教

授

准

教

授

講

師

助

教

助

手

科目

区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備　考

植物医科学基礎実験Ⅰ 1前 2 6

2

1

1 兼

4

3

1前 1 6

2

1

1 兼

4

3

植物保護士演習 1前 2 4 1 兼 1

栽培植物学 1前 2 1

植物病防除学 1前 2 1

国際食料需給論 1前 2 1

植物病原菌類学 1前 2 1 1

植物管理技術論 1前 2 兼 2

教職化学 1前 2 兼 1

植物医科学基礎実験Ⅱ 1後 2 6

2

1

1 兼

4

3

植物生産基礎実習Ⅱ 1後 1 6

2

1

1 兼

5

6

5

4

前

1後

2 1 兼 1

グリーン経済学 1後 2 1

土壌科学 1後 2 兼 1

植物栄養学 1後 2 兼 1

生物学実験統計分析演習 1後 2 兼 1

教職物理学 1後 2 兼 1

2前後 2 7

2

1

1

植物医科学応用実験Ⅰ 2前 2 6

2

1

1 兼 4

3

診断技術論 2前 2 3 兼 1

2前 2 1

2前 2 1

自然再生学概論

後

2前

2 1 兼

3

4

3

プレゼンテーション演習

後

2前

2 1

ホーティカルチャー論 2前 2 兼 2

教職生物学

後

2前

2 兼 1

植物医科学応用実験Ⅱ 2後 2 6

2

1

1 兼

4

3

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

オムニバス

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。

授業運営上の都合により、担当者を変更(29)

新担当者：平田賢司兼任講師、旧担当者：白石俊昌兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

授業運営上の都合により、担当者を追加(28)

新担当者：上遠野富士夫兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(27)

旧担当者：川合昭兼任講師・新担当者：永吉秀光兼任講師

授業運営上の都合により、平井一男兼任講師が担当しなくなった。(27)

植物生産基礎実習Ⅰ

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった（29）

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

旧担当者：木村龍介兼任講師・新担当者：上遠野富士夫兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(27)

旧担当者：川合昭兼任講師・新担当者：永吉秀光兼任講師

当初の予定通り堀江博道兼任講師が新たに担当することとなった。(27)

授業運営上の都合により、南　晴文兼任講師が担当しなくなった。(26)

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。(29)

オムニバス

授業運営上の都合により、オムニバスに変更（26）

授業運営上の都合により、担当者を変更(26)

担当者：松﨑守夫兼任講師・山口弘道兼任講師

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。

授業運営上の都合により、担当者を変更(29)

新担当者：平田賢司兼任講師、旧担当者：白石俊昌兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

授業運営上の都合により、担当者を追加(28)

新担当者：上遠野富士夫兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(27)

旧担当者：川合昭兼任講師・新担当者：永吉秀光兼任講師

授業運営上の都合により、平井一男兼任講師が担当しなくなった。(27)

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。(29)

授業運営上の都合により、木村龍介兼任講師が担当しなくなった。

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

授業運営上の都合により、担当者を追加(28)

新担当者：上遠野富士夫兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(27)

旧担当者：川合昭兼任講師・新担当者：永吉秀光兼任講師

当初の予定通り堀江博道兼任講師が新たに担当することとなった。(27)

食料・地域政策論

基礎植物害虫学

授業運営上の都合により、開講期および担当者の身分変更(28)

上遠野富士夫教授→上遠野富士夫兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更。(29)

新担当者：鈴木千夏兼任講師

植物医科学インターンシップ

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。(29)

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

集中

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。(29)

授業運営上の都合により、担当者を変更(29)

旧担当者：市川和規兼任講師、新担当者：平田賢司兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

旧担当者：橋本光司兼任講師・新担当者：上遠野富士夫兼任講師

授業運営上の都合により担当者を変更し、教育上の効果を高めるため

担当者を追加した。(27)

旧担当者：平井一男兼任講師・新担当者：橋本光司兼任講師、永吉秀

光兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

オムニバス

応用植物害虫学

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

授業運営上の都合により、福原博篤兼任講師が担当しなくなった。(29)

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

授業運営上の都合により開講時期を変更した。(27)

教育上の効果を高めるため、担当者を追加した。(27)担当者：福原博篤

兼任講師

オムニバス

授業運営上の都合により開講時期を変更した。(27)

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)新担当者：

杉浦俊彦兼任講師（旧担当者：森口卓哉）

オムニバス

授業運営上の都合により、開講時期を変更。（29）

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。(29)

授業運営上の都合により、担当者を変更(29)

旧担当者：市川和規兼任講師、新担当者：平田賢司兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

旧担当者：橋本光司兼任講師・新担当者：上遠野富士夫兼任講師

授業運営上の都合により担当者を変更し、教育上の効果を高めるため

担当者を追加した。(27)

旧担当者：平井一男兼任講師・新担当者：橋本光司兼任講師、永吉秀

光兼任講師

専

門

教

育

科

目

（

学

科

専

門

科

目

）
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必

修

選

択

自

由

教

授

准

教

授

講

師

助

教

助

手

科目

区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備　考

樹木医演習 2後 2 1 1 兼 9

植物生理生態学 2後 2 1

フードセイフティ論 2後 2 1

2後 2 1

植物医科ビジネス論 2後 2 兼

5

2

1

実践植物遺伝学 2後 2 兼 2

植物医科学専門実験Ⅰ 3前 2 6

2

1

1 兼

4

3

植物臨床医科学 3前 2 1

植物生理病学 3前 2 1 兼 1

植物メディカルシステム学 3前 2 1 兼 1

植物感染生理学 3前 2 1

環境昆虫学 3前 2 兼 1

媒介システム学 3前 2 兼 1

植物医科学法論 3前 2 兼 1

応用動物学概論 3前 2 兼 2

知的財産総論 3前 2 兼 1

植物医科学専門実験Ⅱ 3後 2 6

2

1

1 兼

4

3

雑草学 3後 2 1 兼 1

ポストハーベスト論 3後 2 1 兼 1

グローバル環境政策論 3後 2 1

生物制御化学 3後 2 1 兼 1

植物セラピー論 3後 2 兼 1

卒業研究Ⅰ 4前後 2 7

2

1

1

卒業研究Ⅱ 4前後 2 7

2

1

1

地学概論Ⅰ 1前 2 兼 1

地学概論Ⅱ 1後 2 兼 1

地学実験 1後 1 兼 1

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（２） 授業科目数

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

備　　　　考

[△１]

科目

3

[　　‐　　]

科目

170

[△１]

設　置　時　の　計　画

必修 選択 自由

20

計

変　更　状　況

科目 科目

147

計自由

科目

3

科目

20

必修

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

[　　‐　　]

科目

171

選択

科目

148

植物医科インフォマティクス演習

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。(29)

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)新担当者：

福成敬三兼任講師（旧担当者：横山奉三郎）

オムニバス

オムニバス

オムニバス

授業運営上の都合により担当者を追加。（29）新担当者：川名祥史兼任

講師、宮内陽介兼任講師、小倉里江子兼任講師。

授業運営上の都合によりオムニバスに変更。(27)

授業運営上の都合により担当者を追加。(27)担当者：塚田周平兼任講

師

オムニバス

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。（29）

授業運営上の都合により、担当者を追加（29）

新担当者：平田賢司兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

旧担当者：橋本光司兼任講師・新担当者：上遠野富士夫兼任講師

オムニバス　

専

門

教

育

科

目

（

自

由

科

目

）

集中

授業運営上の都合により、集中授業に変更。(27)

授業運営上の理由で平成29年度は休講であるが、次年度以降開講

を予定している(29)

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった（29）

授業運営上の都合により、担当者を追加（29）

新担当者：平田賢司兼任講師

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：上遠野富士夫教授・新担当者：多々良明夫教授

旧担当者：橋本光司兼任講師・新担当者：上遠野富士夫兼任講師

オムニバス

オムニバス

授業運営上の都合により、担当者を変更(28)

旧担当者：田付貞洋兼任講師・新担当者：多々良明夫教授

専

門

教

育

科

目

（

学

科

専

門

科

目

）
廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。（29）

廣岡裕吏助教が講師へ身分昇格となった。（29）

オムニバス

9



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 知的財産総論 2 3前 専門 選択

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ - - - - -

1

171

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

％

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

＝

（３） 未開講科目

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

未開講の理由，代替措置の有無

担当教員が国外研究の為休講，代替措

置は無し

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

-

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

担当教員が国外研究の為休講したが，平成30年度以降開講を予定している。

学生には年度初めのガイダンスや掲示等で周知している。

　　　　留意してください。

＝ 0.58

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況

未履行事項について

の実施計画

設置計画

履行状況調査時

（26年2月）

該当なし

設置計画

履行状況調査時

（27年2月）

生命科学部応用植物科学科に

おいて、定年規程に定める退

職年齢を超える専任教員数の

割合が比較的高いことから、

定年規程の趣旨を踏まえた適

切な運用に努めるとともに、

教員組織編制の将来構想につ

いて検討すること。

改善意見

本学では「教員の定年に関する規

程」において満65歳となる日の属す

る年度以降、年度毎に所属学部教授

会等の議を経て、満70歳となる日の

属する年度末を限度にして延長する

ことができるとしている。

【新規採用の実施】応用植物科学科

では、平成26年5月1日時点において

専任教員4名が退職年齢を超える教員

であったが平成26年度末に定年退職

となる専任教員1名の補充として、平

成27年4月より専任教員1名（＝助教

1978年生、36歳）を採用することが

決定した。これにより退職年齢を超

える専任教員が3名となる。

応用植物科学科では、平成29年度末ま

でに10 名中3名(1名は任期付教員で平

成27年度末退職予定）が順次退職する

予定であり、新規採用時には適切な年

齢構成が達成できるよう十分に配慮す

ることにより退職年齢を超える専任教

員数の割合は改善される。

　　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　してください。

　　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　　記入してください。

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

７　その他全般的事項

＜生命科学部　応用植物科学科＞

（１） 設置計画変更事項等

― なし

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

生命科学部においては学部執行部がFD推進プロジェクト委員としてFD活動に取り組んでいる。また、執行部と各学科より選出さ

れた６名の教員からなる質保証委員会が設置され、FD活動について検証し、提言を行っている。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

週１回の学部執行部打ち合わせの中でFD活動について議論し、各種方法について実施している。質保証委員会は年４回の議論を

行い、そのFD活動について検証し提言を行っている。

　ｃ　委員会の審議事項等

授業公開の方法、新たな授業方法の導入、シラバスの適正化などについて。

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　・　授業評価アンケート

　　・　教員相互の授業参観

　　・　新任教員のための研修会

　ｂ　実施方法

　　・　各学期末において授業評価アンケートを全科目について行っている。

　　・　各学期中に４週間の期間を定めて集中的に授業公開し教員相互の授業参観を行っている。

　　・　大学執行部による新任教員のための研修会を行っている。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・　授業評価アンケートは集中講義等、授業の特性上実施困難または不適当な科目を除き全科目について行った。

　　・　授業公開は、平成28年度において学部全体で春学期94科目（参観27科目）、秋学期91科目（参観23科目）だった。

　　・　新任教員の研修会は、平成29年度春は学部の新任教員6名全員が参加した。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

授業評価アンケートは科目ごとに集計し、担当教員全員に配布される。それに対する改善方法は次年度のシラバスに記載するこ

とが必須となっており、確実な対応を保証している。授業公開実施後は、必要に応じて意見を授業担当者フィードバックすると

ともに、授業方法などを参観者に役立てる。新任教員の研修会においては、FDに関する研修を行った。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　年2回,7月（春学期末）および12～1月（秋学期末）に実施している。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　大学のホームページや印刷物にて公開し、教職員および学生が参照できるようにしている。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

35



（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

本学科は植物病の現場に立ち診断，治療，防除を臨床で行い，国際的な食糧問題，環境問題解決に貢献する人材やその臨床活動

を支える周辺の技術領域，さらに，その臨床活動が社会に活かされる社会科学領域で幅広く人類・社会に貢献できる人材など植

物病の予防・診断・治療にたずさわる専門職を養成することによって，植物の健康を守るための文理融合の総合科学であり，循

環型社会の実現に向けたキーテクノロジーである植物医科学に対する社会の新たなニーズに応えるとともに,その基礎・応用分野

の充実をいっそう図ることを設置の趣旨・目的としている。本研究科の教育研究活動については大学全体において整備された自

己点検 ・評価制度の点検，評価活動に対応することで，上記の設置の趣旨・目的についての達成確認，教育研究の再検討を行っ

ていく。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　　　平成28年１0月公表済

　ｂ　公表方法

　　　大学ホームページ上に公開（平成28年１0月公開済）。

③　認証評価を受ける計画

　　　平成24年度　評価機関（公益財団法人大学基準協会）の認証評価を受審し、適合認定を受けている。

       次回は平成31年度に認証評価を受審する予定である。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　平成28年11月　　　　　　　）

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）
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